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総説 p4-7

まとめ

今までは、予防接種が感染防御に大きく役立った感染症があった。しかし、生活環境や

栄養の改善で重症化する人が著しく減少する感染症がある。患者数も減るので、予防接種

が同じ効果を示しても予防できる人数が減ってしまう。しかし、接種による害は同じ率で

発生するので、結局、利害のバランスが逆転し得る。効力を上げようとアジュバント追加

が増えてきたが、副作用を増すことになっているのが実情であろう。 予防接種導入の際

には、利益/不利益や費用対効果などを検討し、それぞれの状況下で有益性が不利益性を

はるかに凌ぐことが求められる。そして、感染症対策には予防接種は防御策の一環と位置

づけた総合的施策が必要である。いずれにしても、予防接種への理解を深めて、適切な情

報のもとに接種を判断するという医療の基本に立ち返ることが大切である。
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